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１．輸送貯蔵兼用キャスクＢ増設に伴う実施計画の変更概要

3号機以降の使用済燃料プールからの燃料取り出しに備え、共用プールの空き容量確保を
進めるため、使用済燃料乾式キャスク仮保管設備に輸送貯蔵兼用キャスクBを増設する。

輸送貯蔵兼用キャスクＡは製造中止で実際には設置をしていないため、輸送貯蔵兼用キャ
スクＡを削除し、輸送貯蔵兼用キャスクＢを１３基増設する内容に実施計画を変更する。

１

変更前の数 変更後の数 現在の設置数

乾式貯蔵キャスク（中型） １２ １２ １２

乾式貯蔵キャスク（大型） ８ ８ ８

輸送貯蔵兼用キャスクＡ １３ ０
（記載削除）

０

輸送貯蔵兼用キャスクＢ １７
３０

(13基増設)
１７

合計 ５０ ５０ ３７



２．実施計画変更箇所

記載箇所 変更内容

基本
設計

2.13.1 基本設計 変更なし

基本
仕様

2.13.2.1 主要仕様

(2)乾式キャスク

表２．１３－３ 輸送貯蔵兼用キャスク仕様

輸送貯蔵兼用キャスクＡの削除に伴う変更

輸送貯蔵兼用キャスクＢの増設に伴う変更

添付

2.13.3 添付資料
添付資料－１ 設備概略図
添付資料－２ 評価の基本方針
添付資料－３ 構造強度及び耐震性について
添付資料－４ 安全評価について

輸送貯蔵兼用キャスクＡの削除に伴う変更

Ⅱ 特定原子力施設の設計，設備

2

Ⅲ 特定原子力施設の保安
記載箇所 変更内容

第1編
第36条(使用済燃料の貯蔵)

表36 (1～4号炉燃料の貯蔵可能施設) 輸送貯蔵兼用キャスクＡの削除に伴う収納燃料タイプの変更

第2編
第85条(使用済燃料の貯蔵)

表85 (5，6号炉燃料の貯蔵可能施設) 輸送貯蔵兼用キャスクＡの削除に伴う収納燃料タイプの変更

第3編
2.2.2.2 各施設における線量評価
2.2.2.2.4 使用済燃料乾式キャスク仮保管設備 変更なし

実施計画 別冊集
記載箇所 変更内容

別冊８ Ⅰ 乾式キャスク仮保管設備の構造強度及び耐震性について 輸送貯蔵兼用キャスクＡの削除に伴う変更
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３．設計認可申請書番号及び認可番号

名 称 申請者
申請番号
（申請年月）

認可番号
（認可年月）

貯蔵

使用済燃料貯蔵施設に関する設計及び，工事の方法
の認可申請書

リサイクル
燃料貯蔵
株式会社

RFS発官24第4号

（2012年10月25日）
原管廃発第1311131号

（2013年11月13日）
使用済燃料貯蔵施設に関する設計及び，工事の方法
の認可申請書 添付書類の一部補正について

RFS発官25第6号
（2013年10月4日）

輸送

輸送貯蔵兼用キャスクB
核燃料輸送物設計承認申請書
(HDP-69B)

東京電力
株式会社

発08原サ（輸技）-029
（2008年9月29日）

原規規発第1903293号

（2019年3月29日）
輸送貯蔵兼用キャスクB
核燃料輸送物設計承認申請書
(HDP-69B)一部補正

発09NFC（TE）-084
（2010年1月14日）
発18NFC（TE）-025
（2019年2月4日）

今回増設する輸送貯蔵兼用キャスクBの設計は、以下で認可されたものと同一設計である。
なお、胴と底板の製造については、溶接型から一体鍛造型を採用することにしているが、貯蔵
の設工認については、リサイクル燃料貯蔵株式会社にて設計に変更がないことを確認している
（平成27年6月3日NRA面談）。輸送の設計承認については、溶接型，一体鍛造型が両方記載
されている。

また、輸送の設計承認には、収納燃料タイプ及び配置が３種類記載されているが、今回増設
分の収納燃料は、新型8×8ジルコニウムライナ燃料のみである。
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【参考】設置済の輸送貯蔵兼用キャスクBの経緯

設置済の１７基の輸送貯蔵兼用キャスクBのうち、８基については、リサイクル燃料貯
蔵株式会社（以下、ＲＦＳ）が「使用済燃料貯蔵施設に関する設計及び工事の方法の認可
申請」を行い、その認可に基づいてＲＦＳが使用前検査を受検していたキャスクであるが
、緊急性を鑑み福島第一原子力発電所４号機の使用済燃料プールからの燃料取り出しのた
め転用したものである。

当該キャスク８基は、既に当該キャスクは製造が完了していたこと、及びＲＦＳが受検
した使用前検査記録があることから、福島第一原子力発電所の特定原子力施設検査ではＲ
ＦＳが使用前検査を受検した検査については、ＲＦＳの使用前検査記録を活用して実施し
ている。

設置済の残りの９基は、 ３号機の使用済燃料プールからの燃料取り出しのために1F専
用として製造・設置したものであり、今回増設する１３基と同じ申請書で設計されたもの
である。

名 称 申請者
申請番号
（申請年月）

認可番号
（認可年月）

貯蔵

使用済燃料貯蔵施設に関する設計及び，工事の方法
の認可申請書 リサイクル

燃料貯蔵
株式会社

RFS発官22第7号
（2010年11月10日） 平成22・11・10原第5号

（2010年12月16日）使用済燃料貯蔵施設に関する設計及び，工事の方法
の認可申請書 添付書類の一部補正について

RFS発官22第9号
（2010年12月3日）

※前ページと申請書は異なるが設計は同じ
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第３編（保安に係る補足説明）

2.放射性廃棄物等の管理に係る補足説明

2.2 線量評価

2.2.2 敷地内各施設からの直接線ならびにスカイ
シャイン線による実効線量

2.2.2.2 各施設における線量評価
2.2.2.2.4 使用済燃料乾式キャスク仮保管設備

将来設置分を含んだ65 基 (乾式貯蔵キャスク
20基及び輸送貯蔵兼用キャスク45基)で敷地境界
線量を評価していること及び今回の増設に伴い，
線量評価のインプットとなるキャスクタイプや収
納燃料の条件も変わらないことから，敷地境界線
量評価に追加的な影響はない。

４．輸送貯蔵兼用キャスクＢ増設に伴う敷地境界線量への影響

既認可エリア
：今回の増設分（13基）はこのエリアに設置

被ばく評価エリア
：既認可にて，評価実施済



6

2.13 添付資料－３ 構造強度及び耐震性について

乾式キャスクは，基準地震動Ss に対し，除熱機能，密封機能，遮へい機能，臨界防止
機能等の安全機能が維持されていることを確認している。また，基準地震動Ssに対し，主
要設備である支持架台，コンクリートモジュール，クレーン，コンクリート基礎が乾式キ
ャスクの安全機能に影響を与えないことを確認している。

今回増設する輸送貯蔵兼用キャスクBは既設のものと同一設計であり，主要設備は将来
設置分を含んだ65 基 (乾式貯蔵キャスク20基及び輸送貯蔵兼用キャスク45基)を考慮し
て評価していることから，耐震性評価に影響はない。

５．輸送貯蔵兼用キャスクＢ増設に伴う耐震評価への影響

項 目 機器等

(1)基準地震動 Ss

(2)設計用地震動 基準地震動Ss-1： (水平)最大加速度振幅450gal,約81 秒間
(鉛直)最大加速度振幅300gal,約81 秒間

基準地震動Ss-2： (水平)最大加速度振幅600gal,約60 秒間
(鉛直)最大加速度振幅400gal,約60 秒間

基準地震動Ss-3： (水平)最大加速度振幅450gal,約26 秒間
(鉛直)最大加速度振幅300gal,約26 秒間

(3)動的解析の方法 時刻歴応答解析法、応答スペクトル法
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５．輸送貯蔵兼用キャスクＢ増設に伴う構造強度及び耐震性評価への影響（1/2）

評価項目 評価への影響

添付資料－３ 構造強度及び耐震性について
1 構造強度 1.1 乾式キャスクの構造強度

(2) 輸送貯蔵兼用キャスクB

• 輸送貯蔵兼用キャスクＢ（以下、キャスクＢ）のみの評価で輸送貯
蔵兼用キャスクＡ（以下、キャスクＡ）は今後評価の扱い。

• 増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で仕様の変更もないこ
とから、3)既存設計における構造強度評価方法、4)本設備での構造
評価、支持架台への衝突時の評価（設計事象Ⅱ）についても変更が
ないため影響なし。

(3) 輸送貯蔵兼用キャスク用支持架台 • キャスクＢ用支持架台のみの評価でキャスクA用支持架台は今後評
価の扱い。

• 増設キャスクＢ用支持架台は既設キャスクＢ用支持架台と同一設計
で仕様の変更もないことから、3)構造強度の評価方法並びに4)輸送
貯蔵兼用キャスク用支持架台の貯蔵時に評価（設計事象Ⅰ）につい
ても変更がないため影響なし。

1.2 コンクリートモジュールの構造強度
(2) 輸送貯蔵兼用キャスク用コンクリート

モジュール

• キャスクＡ及びキャスクＢが共用可能なコンクリートモジュール単
体の評価。

• 増設キャスクＢ用コンクリートモジュールは既設キャスクＢ用コン
クリートモジュールと同一設計で仕様の変更がないため影響なし。

1.3 クレーンの構造強度 • 最大のキャスク荷重を包絡するクレーン定格荷重(150t)でのクレー
ン単体の評価。

• 増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で表1.3-1に示すク
レーンの仕様、キャスク重量の変更がないため影響なし。

1.4 コンクリート基礎の構造強度 • キャスク荷重が最大となる乾式貯蔵キャスク大型（架台含む））の
キャスク荷重から評価。

• 増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で表1.4-6に示すキャ
スク荷重に変更がないため影響なし。



評価項目 評価への影響

2 耐震性 2.1 乾式キャスクの耐震性
(2) 輸送貯蔵兼用キャスクB

• キャスクＢのみの評価でキャスクＡは今後評価の扱い。
• 増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で仕様の変更もないこと

から、3)設計震度、4)解析条件についても変更がないため影響なし。

2.2 キャスク支持架台の耐震性
(2) 輸送貯蔵兼用キャスク

• キャスクＢ用支持架台のみの評価でキャスクA用支持架台は今後評価の
扱い。

• 増設キャスクＢ用支持架台は既設キャスクＢ用支持架台と同一設計で
仕様の変更もないことから、3)設計震度、4)解析条件についても変更
がないため影響なし。

2.3 コンクリートモジュールの耐震性
(2) 輸送貯蔵兼用キャスク用コンクリート

モジュール

• キャスクＡ及びキャスクＢが共用可能なコンクリートモジュール単体
の評価。

• 増設キャスクＢ用コンクリートモジュールは既設キャスクＢ用コンク
リートモジュールと同一設計で仕様の変更がないため影響なし。

2.4 クレーンの基準地震動Ssに対する波及
的影響

• 最大のキャスク荷重を包絡するクレーン定格荷重(150t)でのクレーン
単体の評価。

• 増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で表2.4-1に示すクレーン
の仕様、キャスク重量の変更がないため影響なし。

2.5 コンクリート基礎の耐震性 • キャスク荷重が最大となる乾式貯蔵キャスク大型（架台含む））の
キャスク荷重から評価。

• 増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で表2.5-6に示すキャスク
仕様に変更がないため影響なし。

3 異常時の評価
3.1 異常事象の抽出
3.2 異常事象の評価
(2)輸送貯蔵兼用キャスクの異常事象の評価

• キャスクＢのみの評価でキャスクAは今後評価の扱い。
• 増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で仕様の変更もないこと

から、1)評価方針、2)輸送貯蔵兼用キャスクの評価条件に変更がない
ため影響なし。 8

５．輸送貯蔵兼用キャスクＢ増設に伴う構造強度及び耐震性評価への影響(2/2)
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６．輸送貯蔵兼用キャスクＢ増設に伴う安全評価への影響

評価項目 評価への影響

添付資料－４ 安全評価について
1 除熱機能
1.1 乾式キャスクの除熱機能
(2)輸送貯蔵兼用キャスクB の除熱機能

・コンクリートモジュール内のキャスクBのみの評価でキャスク
Ａは今後評価の扱い。

・増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で仕様の変更も
ないことから、2)設計基準、3)燃料仕様について変更がない
ため影響なし。

1.2 コンクリートモジュールの除熱機能
(2) 輸送貯蔵兼用キャスク用コンクリート

モジュールの除熱機能

・コンクリートモジュール内のキャスクＢのみの評価でキャス
クAは今後評価の扱い。

・増設キャスクＢ用コンクリートモジュールは既設キャスクＢ
用コンクリートモジュールと同一設計で仕様の変更もないこ
とから、3)設計基準、3)燃料仕様について変更がないため影
響なし。

2 密封機能
2.1 乾式キャスクの密封機能について
(2) 輸送貯蔵兼用キャスクB

・キャスクＢのみの評価でキャスクＡは今後評価の扱い。
・増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で仕様の変更も

ないことから、3)評価条件に変更がないため影響なし。

3 遮へい機能
3.1 乾式キャスクの遮へい機能
(2) 輸送貯蔵兼用キャスクB の遮へい機能

・キャスクＢのみの評価でキャスクＡは今後評価の扱い。
・増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で仕様の変更も

ないことから、3)設計条件に変更がないため影響なし。

4 臨界防止機能
4.1 乾式貯蔵キャスクの臨界防止機能について
(2) 輸送貯蔵兼用キャスクの臨界防止機能につ

いて

・キャスクＢのみの評価でキャスクAは今後評価の扱い。
・増設キャスクＢは既設キャスクＢと同一設計で仕様の変更も

ないことから、3)評価条件に変更がないため影響なし。



同一設計の輸送貯蔵兼用キャスクB増設に伴うものであり、「添付資料１１
キャスク仮保管設備に関する確認事項の確認項目に変更はない。

7．使用前検査における確認事項

10



・輸送貯蔵兼用キャスクAは、使用済燃料プールからの燃料取り出しに備え、

共用プールの空き容量確保を進めるため、使用する予定であった。

・当面の共用プールの空き容量確保は、今回増設する13基を含め輸送貯蔵兼用
キャスクＢを使用して進めるが、仕立てに必要な使用済燃料は共用プールに
貯蔵中（新型8×8ジルコニウムライナ燃料：約2700体，約39基相当）であ
ることから、輸送貯蔵兼用キャスクA削除に伴う影響はない。

また、１～3号機の使用済燃料の受け入れにも問題はない。

・将来、収納燃料タイプの拡充を計るべくキャスク設計変更を計画中である。

８．輸送貯蔵兼用キャスクＡ削除に伴う影響

11

取り出し
先

取り出し燃料受け入れに
必要な共用プール空き容量

空き容量に相当する
輸送貯蔵兼用キャスクＢ仕立基数

3号機 既に空き容量を確保 －

2号機 587体 約 9基分

1号機 292体 約 5基分
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2016年7月のHDP-69B型 核燃料輸送物設計承認申請書別紙（安全解析書）
の不適合に関する報告書（Rev.1）の解析誤りについては、構外輸送容器に求め
られる特別な試験条件下における評価の誤りであり、実施計画の解析には使用
されていないデータである。また、再解析により基準値を満足することを確認
しておりキャスクの設計変更はしていない。

なお、当時水平展開として実施計画の解析に同様の誤りが無いことを確認し
ている。

不適合の項目については下記の通り。
①蓋ボルトの内厚係数の計算誤り
②底部垂直落下時の衝撃解析に係る入力データの作成誤り
③特別の試験条件（火災）における熱解析の入力値の誤り

９．HDP-69B型 SAR別紙（安全解析書）解析誤りの不適合



4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 上期 下期 上期 下期 上期 下期

許認
可等

製造
工程

2023年度2019年度 2020年度 2021年度

上期 下期

2022年度

１０．スケジュール

実施計画変更認可申請

認可(希望)

審 査

使用前検査・溶接検査開始(希望)

製 造

据付・貯蔵
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【参考】敷地境界線量評価（実施計画抜粋）

実施計画 Ⅲ

第３編（保安に係る補足説明）

2.放射性廃棄物等の管理に係る補足説明

2.2 線量評価

2.2.2 敷地内各施設からの直接線ならびにスカイシャイン線による実効線量

2.2.2.2 各施設における線量評価

2.2.2.2.4 使用済燃料乾式キャスク仮保管設備

使用済燃料乾式キャスク仮保管設備については，線源スペクトル，線量率，乾式キャスク本体の寸法等の
仕様は，工事計画認可申請書又は核燃料輸送物設計承認申請書等，乾式キャスクの設計値及び収納する使用
済燃料の収納条件に基づく値とする。なお，乾式キャスクの線量率は，側面，蓋面，底面の3 領域に分割し
，ガンマ線，中性子線毎にそれぞれ表面から1m の最大線量率で規格化する。乾式キャスクの配置は，設備
の配置設計を反映し，隣接する乾式キャスク等による遮蔽効果を考慮し，敷地境界における直接線及びスカ
イシャイン線の合計の線量率を評価する。

貯蔵容量：65 基(乾式貯蔵キャスク20 基及び輸送貯蔵兼用キャスク45基)

エリア面積： 約80m×約96m

遮蔽： コンクリートモジュール 200mm(密度2.15g/cm3)

評価点までの距離： 約350ｍ

評価結果の種類： MCNP コードによる評価結果

線源の標高： 約39ｍ

評価結果：約5.54×10-2mSv/年
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規制庁殿のご質問について

2019年11月21日

東京電力ホールディングス株式会社



１．ご質問内容及び回答状況

1

①乾式キャスクの蓋間圧力や表面温度、キャスク仮保管設備のエリアモニタの記
録の頻度及び保管方法はどのようになっているのか。

11/8の面談時に回答

②キャスク監視中に異常発生時の対応はマニュアルに定めているのか。

11/8の面談時に回答

③敷地境界線量評価は問題ないとあるが、どのような評価をして問題ないのか。

11/21の面談時に回答
④キャスク仮保管設備の地盤改良３ｍとしているが、改良の深さを３ｍとした考
え方を示すこと。

11/21の面談時に回答



2

乾式キャスク仮保管設備による敷地境界線量は、キャスクタイプごとの線量評価
結果を基に、線量が厳しくなるよう乾式貯蔵キャスク（大型）が20基と輸送貯蔵
兼用キャスクAが45基として評価をしている

評価条件

線源スペクトルや線量率、キャスク本体の寸法等の仕様は、設工認や輸送物設計承認書に基づく
設計値（次ページ参照）

キャスク配置やコンクリートモジュールの仕様は乾式キャスク仮保管設備のとおり

実施計画では敷地境界までの距離が約350mで上記評価よりも離れており、十分
距離があり点線源として扱えるため、距離に比べてキャスクの違いによる敷地境
界線量への影響は小さい

また、キャスク線量の実際の測定値は設計値よりも十分小さく、現在の
敷地境界線量の評価結果（約5.54×10-2mSv/年）を超えることはない

質問③敷地境界線量の評価について（１／２）

20基からの線量 乾式貯蔵キャスク(中型) 乾式貯蔵キャスク(大型)

220m位置 4.9E-2 5.4E-2

270m位置 2.6E-2 2.8E-2

45基からの線量 輸送貯蔵兼用キャスクA 輸送貯蔵兼用キャスクB

220m位置 7.0E-2 6.7E-2

270m位置 3.8E-2 3.4E-2

[単位：mSv/年]赤字は、並記している２つのキャスクで大きい方の値を示す

（当該設備からの敷地境界線量の最大位置は、最も近い評価点のNo.70）



3

質問③敷地境界線量の評価について（２／２）

乾式貯蔵キャスク(中型) 乾式貯蔵キャスク(大型)
設計基準値

設計値 測定値 設計値 測定値

表面

側部 1,101 10 (3) 1,189 11 (3)

2,000蓋部 300 5 (3) 371 3 (3)

底部 117 4 (3) 131 4 (3)

表面から1m

側部 78 8 (3) 80 9 (3)

100蓋部 5 4 (3) 6 3 (3)

底部 18 4 (3) 22 4 (3)

輸送貯蔵兼用キャスクA 輸送貯蔵兼用キャスクB
設計基準値

設計値 測定値 設計値 測定値

表面

側部 1,137 ー 1,108 33 (4)

2,000蓋部 346 ー 820 8 (4)

底部 176 ー 291 19 (3)

表面から1m

側部 80 ー 78 17 (4)

100蓋部 62 ー 75 6 (4)

底部 77 ー 81 8 (3)

・輸送貯蔵兼用キャスクAの設計値は、RFSの設工認審査時補足説明資料（RFS設0103改2）より
・測定値は、各位置における最大を記載しており、同一キャスクの値ではない（括弧はバックグラウンド）

キャスク線量の設計値と測定値を以下に示す。敷地境界線量は、表面積の大きい
側部の線量が高いキャスクタイプが高くなる [単位：μSv/h]



4

ボーリングによる地質データを基に、地盤の深さごとの「許容支持力（極限支持
力の1/3）」を算定

地盤自重および上載荷重（コンクリート基礎重量＋基礎上の設備一式重量）によ
って地中に生じる「地中内応力」を算定

「地中内応力」＞「許容支持力」となる3.9m※までに対して地盤改良を実施

土質
深度
[m]

地中内応力
[kN/m2]

許容支持力
[kN/m2]

シルト質粘土

1.00 104.0 85.5

1.50 113.0 88.3

2.00 122.0 91.5

2.50 131.0 94.5

3.00 139.9 97.4

3.50 148.9 100.4

3.90 156.1 102.8

礫混り粗砂

3.90 156.1 662.8

4.50 166.9 710.3

5.00 175.9 749.9

5.25 180.4 769.7

粘土混り砂礫

5.25 180.4 1600.6

6.00 193.8 1704.9

7.00 211.7 1843.9

8.00 229.6 1982.9

質問④仮保管設備の地盤改良深さについて

※コンクリート基礎の埋め込み深さが地表面
から最大0.9mまであるため、その下の
3.0mを地盤改良


